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１．所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）都市計画変更（土地利用・道路）について  

・用途地域変更（準防火地域を含む）について 

・特別用途地区（大規模集客施設及び店舗等適正配置）について 

   ・特定用途制限地域（都市計画白地地域の農村環境保全）について 

・都市計画道路の見直しについて 

 

２．その他について 

  なし 

 

３．次回委員会の日程について  

  ８月29日（水）13時30分から開催することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 経済建設常任委員長  山 口 清 悦  ○印 
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 5 

                                 滝川市長 前 田 康 吉 6 

 7 

 8 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 9 

 10 

 平成24年８月10日付け滝議第47号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次の 11 

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 13 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 14 
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記 16 

 17 

 滝川市長の委任を受けた者 18 

経済部長    五十嵐 千夏雄 19 

経済部商業観光課長       浦 川 学 央 20 

経済部商業観光課駅周辺整備室長  加 地 幸 治 21 

経済部産業振興課副主幹       諏 佐   孝 22 

  農政部次長    中 島 隆 宏 23 

建設部長    大 平 正 一 24 

  建設部技監    高 瀬 慎二郎 25 

建設部土木課都市計画室長  千 葉   豊 26 

建設部土木課都市計画室副主幹  湯 浅 芳 和 27 

建設部土木課都市計画室主査  岡 崎 卓 哉 28 

建設部土木課都市計画室主任技師  東   忠 司 29 

 30 

 31 

                               （総務部総務課総務グループ） 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

 41 

 42 

 43 



 

 

 

第14回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 44 

H24.8.23(木)10:00～ 45 

第 三 委 員 会 室 46 

○ 開   会 47 

 48 

 49 

○ 委員長挨拶（委員動静） 50 

 51 

 52 

１．所管からの報告事項について 53 

 54 

《建設部》 55 

（１）都市計画変更（土地利用・道路）について          （資料）都市計画室 56 

 ・用途地域変更（準防火地域を含む）について 57 

   ・特別用途地区（大規模集客施設及び店舗等適正配置）について 58 

   ・特定用途制限地域（都市計画白地地域の農村環境保全）について 59 

   ・都市計画道路の見直しについて 60 

 61 

 62 

２．その他について   63 

 64 

 65 

 66 

３．次回委員会の日程について 67 

８月29日（水）13：30 第三委員会室 68 

 69 

 70 

 71 

○ 閉  会 72 

 73 

 74 

 75 

 76 

 77 

 78 

 79 

 80 

 81 

 82 

 83 

 84 

 85 

 86 



 

１ 

 

 87 

第14回 経済建設常任委員会 88 

H24.8.23 (木)10：00～ 89 

第 三 委 員 会 室 90 

開  会 １０：００ 91 

委 員 長 ただいまより第14回経済建設常任委員会を開会いたします。 92 

 委員長あいさつ（委員動静） 93 

委 員 長 まず、委員長あいさつですが、例大祭のさなか急な招集で申しわけありません。 94 

本日の出席委員は、委員会委員は全員出席です。議長並びに委員外議員として 95 

清水議員、渡邊龍之議員、木下議員の出席を許可いたします。 96 

 １．所管からの報告事項について 97 

委 員 長 それでは、所管からの報告事項について、（１）、都市計画変更（土地利用・ 98 

道路）について、まず用途地域変更についての説明を求めます。 99 

 （１）都市計画変更（土地利用・道路）について 100 

千葉室長 （別紙資料に基づき説明する。） 101 

         ・用途地域変更（準防火地域を含む）について 102 

東主任技師 （別紙資料に基づき説明する。） 103 

委 員 長 説明が終わりました。 104 

 それでは、冒頭に申し上げたように都市計画変更そのものに関する質疑と詳細 105 

は今説明いただいた用途地域、準防火地域に関する質疑を受けたいと思います。 106 

質疑ございますか。 107 

窪 之 内 変更の趣旨等については、概略わかったのかなというふうには思うのですけれ 108 

ども、そういう趣旨に沿ったまちづくりというのを進めていく上でこれから何 109 

かを仕掛けていこうとか、そういうような計画はあるのでしょうか。 110 

千葉室長 仕掛けということは特にございません。今まで土地利用がさまざまな形で広が 111 

りを見せるという考え方を持っていたのを今回は集約していくというような部 112 

分で、そういう誘導といいますか、そういうことを目的に今回の変更というこ 113 

とでございます。 114 

窪 之 内 説明を聞いても、変更になるということで該当する人たちは広報を見るとか説 115 

明会に出かけるということになるのだと思うのですけれども、それだけで十分 116 

なのかなという、十分説明し切れるのかなというのと、例えばこうやって変更 117 

することによって今まで出店できなかったようなところが大いに出店できると 118 

か住居地域へ本当にシフトしていくのかということは、この変更だけで私なん 119 

かは見えないような気がしているのです。それで、何か仕掛けはあるのですか 120 

という質疑をしたのですけれども、そういう趣旨を説明していく上では３カ所 121 

の説明会と広報だけということで理解していいのでしょうか。 122 

千葉室長 まず、市民に広く見ていただくということで広報の折り込みにこの概要版を入 123 

れておりますのと、あと市外の方については広報が届きませんので、権利者の 124 

方には郵送でこの概要版と説明会のご案内をさせていただいています。また、 125 

ホームページにも詳細について、この概要版のほかにもうちょっと詳細なもの 126 

を掲出しているということでしております。また、今までもこのようなスタイ 127 

ルで行ってきておりまして、何かあれば電話等でご質問いただいているという 128 

のが現状でございます。 129 

窪 之 内 国道の沿道沿い、バイパスとかも含めてなのですが、その沿道の幅が違ってい 130 
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るというふうに思うのですが、70メートルのところもあれば、六十何メートル 131 

のところもあったのではないかと思うのですが、その意味は、その土地との関 132 

係を見てのことなのか。国道沿道は70メートル、全部そうだというふうにどう 133 

して決めなかったのかなというのはちょっと感じたのですが、それぞれの場所 134 

によって若干違いがあるというのは何か意味があるのでしょうか。 135 

湯浅副主幹 今の沿道沿いの幅についてですけれども、都市計画につきましては過去からず 136 

っと都市計画決定を行っている流れの中で、例えばですけれども、沿道沿いに 137 

近隣商業地域があったとしますと、その当時は例えば40メーターとか38メータ 138 

ーで十分商業地として店舗展開としても有効であったというような経緯、その 139 

時代、時代の変更に合わせてその幅員の幅が決まってきております。ただ、そ 140 

のときにそれを今現在例えば統一して見直すということは当然考えなければい 141 

けないことですけれども、その時点で背後地にもう既に建つ余裕がないとか、 142 

街区構成を考えてみてもその幅はとったとしても次の街区までに影響を与えて 143 

しまうとか、そういったところを慎重にそれぞれのケースごとに考えてその幅 144 

を構成していますので、今回はその街区をとって70メートルという箇所があり 145 

ますし、そのほかに50メートルというところも、まだ街区が形成されていない 146 

ところは例えばそういうことも可能かなというふうに考えております。ケー 147 

ス・バイ・ケースということになろうかなというふうに考えております。 148 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 149 

三  上 見直しされるのはいいのですけれども、今既存にある学校、小学校、中学校と 150 

の関係で、例えば近隣に大店舗ができたとなると交通とか安全という部分でど 151 

うなのかなという心配もあるのですけれども、それは配慮されて今回計画され 152 

ていますか。 153 

湯浅副主幹 学校の周辺の土地利用の関係についてですけれども、基本的には、これはルー 154 

ル上なのですが、学校が建てられない用途地域と申しますと工業地域、工業専 155 

用地域ということの２カ所で、こちらのほうの表に載ってございます。そのほ 156 

か今お話のあったとおり店舗でも１万平米だとか3,000平米だとか建てられる 157 

ところの近くに学校があるとか、そういった場合もあり得るということですけ 158 

れども、そういった場合は大店法ということがございまして、その中で交通を 159 

どう流すのかとか、通学路になっていればその通学の安全をどう確保するのか 160 

というのは別な法律で店舗の位置のときにいろんな検討がなされるというふう 161 

に考えておりますので、今回の用途の変更で学校に大きな影響があるというと 162 

ころはないというふうに考えております。 163 

委 員 長 よろしいですか。 164 

三  上 大丈夫ですね。 165 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 166 

（何事か言う声あり） 167 

委 員 長 委員外議員の質疑は、説明がすごく長いので、最後に一括してお受けいたしま 168 

すので、お願いいたします。 169 

 それでは次、特別用途地区の説明をお願いします。 170 

         ・特別用途地区（大規模集客施設及び店舗等適正配置）について 171 

東主任技師 （別紙資料に基づき説明する。） 172 

委 員 長 ただいま北海道新聞より申し出がありましたので、傍聴を許可いたします。 173 

 それでは、特別用途地区に関して質疑をお受けいたします。 174 
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坂   井 先ほどの特別用途地区にかかわらない部分でもかかわってくると思うのですが、 175 

既存の建物に関しては今回のこの規制からはみ出している建物や何かはあるの 176 

か、ないのか、その辺まずどうなのでしょうか。 177 

湯浅副主幹 新しいルールに変更した場合に既存の建物がそのルールに合わないものがある 178 

かどうかというご質疑についてですけれども、現在今回のルール変更に伴いま 179 

しておよそ50件程度の建物が、これからの説明もありますけれども、すべて合 180 

わせてその程度かなということで押さえているところでございます。それとあ 181 

と、市民の概要版のほうの説明の中に、ページでいきますと２ページの下のほ 182 

うに簡単な説明がございますけれども、法律用語でそのルールに適合しない建 183 

物のことを既存不適格建築物というような言い方をすることになりますけれど 184 

も、これについては当然もう今建っている建物については既得権が保護されま 185 

すので、そのものがだめだとか、そういうことには全くならないということで 186 

ございます。ただ、今後増築をしたり、いろんな機能を拡張する場合について 187 

は２割までというような制限はついてしまいますけれども、今の既存の建物そ 188 

のものの活動に対しては全く影響ございません。 189 

坂   井 わかりました。 190 

 それで、ここにも書いてあるのですが、２割までの増築も可能ということなの 191 

ですけれども、主に商業や何かで今後の事業の拡大や何かということをもとも 192 

と計画している業種がもしあるとして、例えば今の建物より３倍の大きさにし 193 

たいのですよと全くこれに合致しないような事業計画をしているところももし 194 

かしたらあるかもわからないです。そういったところへの配慮といいますか、 195 

具体的に実際聞き取りや何かというのを行っているのかどうかというのをお聞 196 

かせください。 197 

湯浅副主幹 既に各事業者ごと、今回は特別用途地区は店舗ですけれども、そのほかに用途 198 

変更に応じては事務所だとか工業だとかさまざまな建物の用途がルールが変更 199 

になるということでございますので、そのすべてを行政の側が１件１件、２万 200 

個ぐらいあるのですけれども、そういった建物を調べるというようなことでは 201 

行ってございません。あくまでも現状の建物、２万個の建物が現状どう建って 202 

いるのかということをとらえて、将来の都市計画のコンパクト化にあわせた考 203 

えと影響ないようにできるだけ用途変更を行っていきたいというふうな考え方 204 

でございます。もしその２割を超えるような増築があった場合にはやはり今後 205 

はその場所では建てられないと、そういったことにはなってしまうということ 206 

でございます。 207 

坂   井 そうすると、先ほど私が言ったように仮に全く用途に合致しないような事業計 208 

画をもともと何年か後にしたいと思って建てた建物、事業者に関しては、はな 209 

からだめですよというようなことになってしまうということですね、今回の用 210 

途変更では。 211 

湯浅副主幹 確かにおっしゃることで事業者の方が困るケースは全くないとは申し上げられ 212 

ませんけれども、やはり将来にわたって地域、１個ずつの建物をどうしても見 213 

ることはできない。やっぱり地域単位で都市計画のルールを考えざるを得ない。 214 

例えば工場を建てて、その裏に工場をもっと拡大していきたいのだというよう 215 

な要望があったとしても、ほとんど住宅地であればやはり住宅地の環境を守っ 216 

ていくということも必要ですし、逆を言えば工業地に住宅を建てれば本来は工 217 

業の活動を守っていかなければいけないというようなことを考えますと、住宅 218 
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が排除されることはないですけれども、そういうところに住宅を建てる場合に 219 

は騒音だとかそういったものがあるということはやむを得ないということにな 220 

るので、１個ずつ本当はうまくできればいいのですけれども、やはり地域単位、 221 

エリア単位で考えていかないとなかなか都市の健全な活動というのがうまくい 222 

かないかなというふうに考えております。 223 

委 員 長 よろしいですか。 224 

 ほかに質疑ございますか。 225 

（なしの声あり） 226 

委 員 長 それでは、ないようですので、次に特定用途制限地域の説明を求めます。 227 

         ・特定用途制限地域（都市計画白地地域の農村環境保全）について 228 

東主任技師 （別紙資料に基づき説明する。） 229 

委 員 長 それでは、質疑をお受けいたします。質疑ございますか。 230 

副委員長 今の緑色の制限かけた区域の中で農家以外の方が宅地で持っていらっしゃる方 231 

が結構いるのだけれども、今農家住宅以外云々となるので、例えばそこに宅地 232 

を、農家の離農跡地を買った人たちが結構いらっしゃるのです。それが例えば 233 

住宅を建てようだとか、何かを建てようといったときの許可の関係はどうなっ 234 

ているのかだけお聞きしておきます。 235 

東主任技師 今回農村環境保全地区という指定なのですけれども、用途地域の第２種低層住 236 

居専用地域ということで、その中のルールでは農家住宅以外も一般住宅だとか 237 

共同住宅も建てれるようなルールになってございますので、これは特例認可だ 238 

とかは必要なくて、通常の流れで建設することは可能になってございます。 239 

委 員 長 いいですか。 240 

副委員長 わかりました。 241 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 242 

（なしの声あり） 243 

委 員 長 それでは、ないようですので、次に都市計画道路の見直しについて説明を求め 244 

ます。 245 

         ・都市計画道路の見直しについて 246 

東主任技師 （別紙資料に基づき説明する。） 247 

委 員 長 質疑をお受けいたします。質疑ございますか。 248 

窪 之 内 廃止区間は、今後こういう都市計画道路としては整備をされないということに 249 

なるのですけれども、変更や廃止によって幅員を変更したとしても現状使って 250 

いる道路の幅員は確保できるというふうになっているのだと思っているのです 251 

が、その変更とか廃止によって例えば除雪とかそういうことでの影響は全くな 252 

いというふうに考えていいのかどうかお伺いしたいと思います。 253 

 また、こうやって変更したり、廃止されることによってオーバーレイとか含め 254 

た道路整備に何か影響が出てくるのかどうかを伺いたいと思います。 255 

湯浅副主幹 まず、１点目の都市計画道路の廃止、または見直しについて現道の道路がある 256 

部分について影響があるかどうかということなのですけれども、それについて 257 

は都市計画としての担保、計画ですので、計画決定ということは担保をとると 258 

いうことであります。それが廃止したり、見直しするということで、既存の道 259 

路そのものに影響を与えるということではないですし、既存の道路の中で廃止 260 

されたとしても市道としての整備が必要なときになれば改良整備が行われる場 261 

合もありますし、そしてかつ維持管理について、特に除排雪についても今まで 262 
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どおり変わりなく実施されるということであります。 263 

 それとあと、都市計画道路の見直し、廃止に伴いまして既存の道路の整備事業 264 

についてどのような影響があるのかということでございますけれども、こちら 265 

について直接的な影響はありませんが、都市計画道路がだんだん完成していき 266 

ますと、当然通過交通を流すのは都市計画道路の主な役割の大きなところでご 267 

ざいますので、交通が都市計画道路に集中して、今まで街区に入っていた交通 268 

だとか住宅街に入っていた交通、そういったものが解消されるというふうに考 269 

えております。 270 

窪 之 内 あと１点なのですが、こういう計画があるということで幅員の幅を現状よりも、 271 

既に買収したりして土地を確保しているというところとかはないというふうに 272 

考えていいのでしょうか。 273 

湯浅副主幹 都市計画道路の計画決定に伴いまして先行取得という制度がございまして、幾 274 

つか先行取得している箇所はございます。それらの土地につきましては、道路 275 

として幅員を全部広げるのではなくて、交通安全上必要だと思われる部分につ 276 

いては道路として引き続き考えていきたいと思いますし、場合によっては道路 277 

として必要ないという部分についてはできれば地先さんのご理解をいただいて、 278 

今後買い戻していただけないかなというようなご相談を考えていきたいという 279 

ふうに思っております。 280 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 281 

三  上 都市計画道路から廃止した場合には維持管理には問題ないということなのです 282 

ね。それで、例えば廃止した場合に当然未整備区間というのは残るのですよね。 283 

それというのは、結局滝川の持ち出し、単費でやるような形になるのですか。 284 

湯浅副主幹 都市計画道路として計画の担保を廃止したとしても既存の市道としての位置づ 285 

けのままでございますので、ほかの市道の整備と同じように補助対象の部分も 286 

あれば、交付金、単費でやらなければいけないところとそれぞれ分かれてくる 287 

かなというふうに考えております。 288 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 289 

（なしの声あり） 290 

委 員 長 それでは、ないようですので、委員外議員からお受けしたいと思いますが、説 291 

明を簡単に、どの部分の質疑か。 292 

木下委員外議員 特定用途制限地域の中に、農村の関係なのですけれども、農機具なんか収納す 293 

る格納庫などの建築はいいのかということが１点です。 294 

 それと、もう一点は、都市計画道路の見直しについてですが、この図面で見ま 295 

したら国道12号線、グリーン色で塗っていますけれども、４車線という考えは 296 

持っているのかどうかだけ確認です。この２点です。 297 

委 員 長 それでは、木下議員から質疑の申し出がありましたが、質疑を受けてもよろし 298 

いでしょうか。 299 

（異議なしの声あり） 300 

委 員 長 それでは、２分間で質疑をお願いしたいと思います。 301 

木下委員外議員 先ほど言ったとおりですけれども、格納庫がいいのかどうか、確認です。 302 

 それと、先ほど聞いたと言っていましたけれども、この国道12号線、これ２丁 303 

目ですか、ここからずっと、私９丁目なのですけれども、そこもずっと幅員の 304 

考え方があるのかどうか。何年ぐらいで終わるのかどうかだけお聞きしたいと 305 

思います。 306 



 

６ 

 

 以上です。 307 

湯浅副主幹 １点目の農業用の格納庫というお話ですけれども、一般的には農業者の住宅の 308 

隣に建てる場合については附属扱いになりますので、通常どおりかなというふ 309 

うに考えておりますが、ただ単独で建てる場合につきましては建築確認のほか 310 

に特例の許可ということが手続的に加わってくるというふうに考えております。 311 

 それとあと、都市計画道路の見直しの関係で、現道の12号線、現在２車線です 312 

けれども、幅員33メーターを減少するということでなっておりますが、４車線 313 

につきましては引き続き行うという考え方で持っております。４車線以外のち 314 

ょっと歩道が若干狭くなったり、そんな中で対応していくという考え方でござ 315 

います。 316 

委 員 長 よろしいですか。 317 

木下委員外議員 ありがとうございます。 318 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 319 

清水委員外議員 まず、用途地域の変更の26―１、それと特別用途地区案の９ページ。 320 

委 員 長 ただいまの質疑の希望がありましたので、許可をしてよろしいでしょうか。 321 

（異議なしの声あり） 322 

委 員 長 それでは、清水議員、２分間でお願いします。 323 

清水委員外議員 まず、用途地域の26―１なのですが、森のかがく活動センターを含むところが 324 

第１種住居から準住居に変わることで１万平米以下の店舗が建設可能になると 325 

いうことで、これは用地買収をかなりしないと１万平米にはならないのだけれ 326 

ども、第２の東町化する可能性があるのではないかというふうに思うのです。 327 

まず、その点について伺います。 328 

 ２点目は、特別用途で９ページについてなのですが、38号線沿い及び12号線沿 329 

いに新たに大規模集客施設制限地区というのが設けられるのですが、大規模集 330 

客施設制限地区というのは何平米以下まで商業が可能なのか。 331 

 以上、２点です。 332 

湯浅副主幹 最初の用途変更の26―１についてでございますが、現状が既に準住居地域とい 333 

う指定をしてございまして、その段階では１万平方メートルの床面積になって 334 

ございます。今回の変更点については、50メーターの幅を70メーターにすると 335 

いうことで、先ほど言いました１街区、滝新バイパスから１街区の土地利用が 336 

後背の住宅地に影響がない、例えば具体的に申し上げますとこの街区の中で商 337 

業の部分と住宅が混在してしまう可能性が場合によってはあるということで、 338 

それらを改善するという考え方で50から70メーターにしているということでご 339 

ざいます。 340 

 そしてあと、東町のようなというお話、ご指摘がございましたけれども、こち 341 

らについては中心地に近い部分ということもありますし、国道ということもご 342 

ざいますので、先ほど言った３つのコンパクトの考え方の中で国道、または市 343 

道幹線、環状線、そういったところに利便施設を集約して今の自動車社会、ま 344 

たバスの利用等を含めて利便性の高い暮らしを今後とも維持していきたいとい 345 

う考え方に基づいているということでございます。 346 

 それと、特別用途地区の図郭番号９でございます。そちらについては、大規模 347 

集客施設制限地区につきましては店舗面積、あくまでも店舗だけでございます 348 

けれども、１万平方メートル以下ということで、今まで近隣商業地域だと無制 349 

限でしたけれども、１万平方メートルまでの制限ということになります。 350 



 

７ 

 

委 員 長 残り40秒あります。 351 

清水委員外議員 森のかがく活動センターのところについては、やっぱり20メーターふえること 352 

でより大規模施設が建てやすくなるということは間違いないのと、あと上田コ 353 

ンクリートの地域が3,000平米以下まで建てれるようにもなっているのです。合 354 

わせるとかなりの区間が大きい店舗が建てられるようになるということと、も 355 

う一つ、９ページのほうはこれは１万平米が本当に旧ニトリの近くだとか法務 356 

局の近くだとかがふえるということで、どうも大規模店舗がせっかく駅前に集 357 

約しようとしているときとちょっと逆方向かなと思いますがいかがですか。 358 

湯浅副主幹 滝新バイパスの工業地域、上田コンクリート工業というお話がありましたけれ 359 

ども、そちらについては現状では工業地域になってございまして、今現在１万 360 

平方メートルまでの店舗が建てられるというところを今回70メーターの後背に 361 

ついては1,000平方メートルということで、国道沿いについては3,000というこ 362 

とで、決して緩めているということではございません。 363 

委 員 長 ほかに委員外議員の方、質疑ございますか。 364 

（なしの声あり） 365 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 366 

 ２．その他について 367 

委 員 長 ２、その他について、事務局は特にありませんが、委員の皆さんから何かござ 368 

いますか。 369 

（なしの声あり） 370 

 ３．次回委員会の日程について 371 

委 員 長 ３、次回委員会の日程について、８月29日13時30分を予定しております。ご参 372 

集のほどお願いいたします。 373 

 以上をもちまして第14回経済建設常任委員会を閉会いたします。ご苦労さまで 374 

した。 375 

閉  会 １１：４５ 376 

 377 


